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ハマキムシが加害することがある。 

剪定しなくても自然にまとまった樹形に

なる。葉が密生するので、鬱蒼（うっそ

う）としないよう適宜枝を透かし、風通

し良く保つとよい。刈り込むと花芽を切

ることになるので枝透かしがお薦め。 

日当りを好むが半日陰地でも生育する。

生育が穏やかなため剪定は最小限で済む。

葉が密生するので、目隠しやアイストッ

プに利用できる。萌芽力があり、生垣に

も配植できる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

樹名は、葉を揉むと胡麻の香りがすることから

「胡麻樹」⇒「ゴモジュ」となった説など諸説

ある。 

Memo 

沖縄、奄美大島原産の常緑樹。原産地では、１

２～４月に枝先に花序を下垂し、白、淡紅色の

花を多数つける。光沢ある葉は丸みを帯びた楕

円形。比較的寒さに強く関東以西で配植できる。

関東では、３～４月に開花することが多い。公

園や庭木、生垣、刈り込みに利用される。 

生長：普通 特 記 
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          ゴモジュ 
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